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3いままさに目の前で展開している事態に対して、学術研究は何を言うことができるのか。「いま
まさに目の前で展開していること」に関する情報は、
断片的なものしか手に入りません。そのような状態で
安易に何らかの判断を下すべきではないと考えるの
が学術研究のとるべき立場です。一時の感情に流され
ず、目の前で生じている出来事から時代や地域を超え
ても成り立つ部分と「今回限り」で生じている部分とを
慎重に切り分け、それをもとに長期的な対応を考える
というのが多くの学術研究の立場だろうと思います。
　その一方で、厳密なデータを入手して時間をかけて
慎重に原理を導き出しても、原理がわかっただけでは
いままさに目の前で展開している事態には直接の役
に立たないという考え方もあります。断片的な情報し
か手に入らない状態でも可能な範囲で何らかの判断
を下すのが学術研究の専門性だという考え方もあり
得ます。むろん、もしこれを軽い気持ちで行うならば、
これまで先人たちが厳密な方法により積み上げてき
た学術研究の蓄積への信頼を失うことになりかねま
せん。しかし、いままさに目の前で起こっていること
に対して「データが足りないので何も言えない」と言
うだけでは、学術研究もまた社会の構成要素であるこ
とへの自覚に欠けるとの批判を浴びざるを得ません。
　また、いくらデータを厳密にして時間をかけて分
析したとしても、想定外の事態が生じることもあり
ます。高さ10メートルを超える津波に襲われること
や、中東で民主化運動が起こって長期政権が倒される
ことは、多くの研究者にとって想定外のことでした。
2011年以降の世界に生きる私たちは、自然現象でも
社会現象でも想定外の事態が生じうるということを
改めて認識する必要があります。
　地域研究は、限られたデータをもとに、限られた時
間のうちに、目の前で起こっている事態に対して何
らかの判断を行うことを引き受ける態度であると言
えます。地域研究者は、ふだん研究対象としている一
つひとつのことがらが持つ社会的影響力は小さいか
もしれませんが、想定外の事態をどう捉えるかとい
う課題に日常的に取り組んでいます。もちろん、地域
研究者は当てずっぽうや勘に頼って判断しているわ
けではありません。いろいろな方法により、限られた
データをもとに限られた時間のうちに判断しても大
きく間違わないような訓練を積んでいます。
　その方法の一つは、日ごろの基礎研究を疎かにし
ないことです。いつも目の前の事態に目を奪われてば
かりいては、時間や空間の広がりのなかに事態を置い
て判断することが難しくなります。そのため、世界の
諸地域を対象に、語学はもちろんのこと、歴史・地理
や哲学なども含む基礎研究を十分に行っています。
　もう一つの方法は情報技術を利用することです。
近年では、大量の情報を早く処理し、しかも視覚的に
わかりやすく表現する技術が発達してきています。
以前ならば一人の研究者が一度に扱える情報量に限
度があり、そのため処理に膨大な時間がかかったり
情報の見落としがあったりしたかもしれませんが、
情報技術をうまく利用すると、人間の頭だけで考え
ていては得られなかったような結論が得られる可能
性があります。
　ただし、情報技術が発達すればすべてうまくいく
というわけではありません。インターネット検索を
思い浮かべればわかるように、大量の情報を集める
ことができるシステムは、以前なら情報として扱わ
れなかったものも情報として扱うようになるため、
重要性の低い大量の情報のなかに本当に重要な情報
が埋もれてしまう状況をもたらします。雑多な情報
の中から貴重な情報をどうやってより分けるかとい
う問題があります。
　さらに、根本的な問題として、情報を入れただけで
自動的に答えが出てくるシステムを技術的に作れる
のかという問題があります。別の言い方をすれば、情
報を大量に集めて適切な解析システムを作れば、専
門の研究者による解説なしに誰でもその情報から意
味がある内容を読み取ることができるのか、それと
も、どれだけ情報を集めてどれだけすぐれた解析シ
ステムを作ったとしても、やはりその分野の専門の
研究者でなければその内容と意味を適切かつ十分に
読み取ることはできないのかという問題です。
　専門の研究者なしにデータだけで意味がわかるよ
うな「データが語る」システムを作ろうとすることは、
情報技術の発達のために意義があることかもしれま
せん。しかし、そのようなシステムが完成することは
「地域の知」――想定外に対応する地域研究を求めて
4おそらくないでしょう。それは、世の中には常に「想定
外」のできごとがあるためです。そのため、最初にすべ
ての事態を想定したうえで各部分を個別に検討して
いくのではなく、不完全ながらもいま目の前にあるも
のからどんどん処理（分析）していき、処理（分析）しな
がらシステムを作り直していくというアプローチが
必要なのです。
　このように、情報技術の発達を利用するには、適切
な情報を収集・整理して提示する技術とともに、それ
を読み解く力も不可欠です。この二つをうまく組み合
わせて現代世界を読み解く方法が「地域の知」と呼ば
れるものです。そのためには、世界の諸地域をそれぞ
れ専門とする地域研究者が所属組織の枠を超えて連
携する必要があります。
　紛争や災害など、いままさに目の前で起こっている
事態に対して、情報技術の助けを借りて、暫定的なが
らも何らかの結論を出し続けることは、目の前に起
こっている事態に対する解決の道を探るという意義
があるとともに、想定外の事態に対応しようとする学
術研究としての地域研究の方法を磨くという意義も
あります。地域研究コンソーシアムは、地域研究に携
わる研究者や実務者が所属組織の壁を超えて連携し、
それぞれの事例や考え方を持ち寄って「地域の知」を
作り出す場として「地域の知」シンポジウムを実施し
ています。
　本書は、2011年4月16日～17日に、京都大学稲盛
財団記念館で開催された地域研究コンソーシアム
（JCAS）の「地域の知」シンポジウム「中東から変わ
る世界」の記録を整理したものです。2010年末から
2011年の年始にかけて、エジプトをはじめとする中
東地域の「政変」あるいは「民主化」の行方に世界の関
心が集まりました。日本でも、中東地域と関係の深い
大学・研究所や学会等が「中東政変」について考える研
究集会を各地で開催しました。
　世界の諸地域を対象とする地域研究者のネット
ワークであるJCASでは、「中東政変」を中東の文脈だ
けで捉えるのではなく、中東研究者以外の地域研究者
を含めた場で検討する必要があると考え、「地域の知」
シンポジウムとして研究集会を企画しました。JCAS
の各幹事組織から出ている運営委員が集まってプロ
グラム案を検討した結果、世界の各地域から「中東政
変」をどのように捉えるかを検討する第1セッション
と、中東研究者と他地域の研究者がテーマごとに「中
東政変」の背景や意味を考える第2セッションの二部
構成とすることになりました。また、第2セッション
には、京都大学地域研究統合情報センター共同研究
「ヒューマン・パワー時代の外交・安全保障の現場と地
域研究」（代表者：川端隆史）の協力を得て、外交実務に
関わる外務省員をパネリストとして招くことになり
ました。
　シンポジウム開催の約1か月前、東日本大震災によ
り東北地方を中心に甚大な被害が生じました。震災に
より大きな被害を受けた人々が国内にたくさんいる
状況で、また、国内の他の地域にも震災のさまざまな
影響が及ぶ状況で、震災と直接関係ないシンポジウム
の開催を自粛してはどうかとの声もありました。しか
し、シンポジウムの企画・実施で中心的な役割を担っ
た西芳実さんが趣旨説明でも触れている通り、このシ
ンポジウムは東日本大震災からの復興のあり方を時
間と空間のひろがりの中において捉える上でも意義
があるものであり、地域研究者がその専門性をもって
震災からの復興に関わるあり方の一つでもあると考
え、会場を東京から京都に移す以外はプログラムの変
更なく実施しました。
　その具体的な内容については次章以降をお読みい
ただきたいと思いますが、それぞれ特定の地域を専門
とする地域研究者がさまざまな角度から中東の政変
をどう捉え、そしてその世界的な意義が何であるかを
考えようとしているようすがそのままうかがえる作
りになっています。進行中の事態なのでだれにも今後
の明確な見通しが立てられない状況で、パネリストた
ちがそれぞれの専門性をもとに互いにやり取りしな
がら事態を把握しようとしていく過程は、まさに「地
域の知」が立ち上がる現場であり、知的興奮をたいへ
んかきたてるシンポジウムの記録となっています。
　末筆ながら、ご多忙にもかかわらず本シンポジウム
にご参加くださいましたパネリストならびに参加者
のみなさま、そしてシンポジウムの主催団体である京
都大学地域研究統合情報センターおよび共催団体で
ある共同研究「ヒューマン・パワー時代の外交・安全保
障の現場と地域研究」の関係者のみなさまに深く感謝
申し上げます。
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